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Ⅰ
は
じ
め
て
の
収
録
聖
教
──
異
訳
経
典
──

「
三
経
七
祖
篇
」
の
収
録
聖�
�
�

教�
�
�は

、
浄
土
真

宗
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
仏�
�

説�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

』

（
大�

�

経�
�
�
）・『
仏�
�

説�
�

観�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

』（
観�

�

経�
�
�
）・

『
仏�
�

説�
�

阿�

弥�

陀�

経�
�
�』（

小�
�
�

経�
�
�）
の
浄�
�
�

土�

三�
�

部�

経
�
�
�

と
異
訳
大
経
・
異
訳
小
経
、
な
ら
び
に
七�
�

高�
�

僧�
�

の
著
作
（
論�

�

釈�
�
�）
で
す
。
こ
の
な
か
、
異
訳
大

経
や
異
訳
小
経
と
い
っ
た
異
訳
経
典
に
つ
い
て

は
、
先
行
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
聖
典

シ
リ
ー
ズ
」（
原
典
版
・
註
釈
版
・
現
代
語
版
）

は
じ
め
に

こ
の
度
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

に
お
い
て
編�
�

纂�
�

を
進
め
て
き
ま
し
た
、『
浄
土

真
宗
聖
典
全
書
』
全
六
巻
が
つ
い
に
完
結
い
た

し
ま
し
た
。『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
、

『
聖
典
全
書
』）
の
完
結
を
記
念
し
て
、
今
回
は

第
一
巻
の
「
三�
�

経�
�
�

七�
�

祖�

篇�
�

」（
平
成
二
十
五
年

三
月
刊
行
）
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
や
活
用
法

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
は
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
本
願
寺
派
か
ら
刊
行
さ
れ
る
聖
典
と
し
て

は
、
は
じ
め
て
の
収
録
と
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
イ
ン
ド
の
言
葉
で
あ
っ
た
経
典

は
、
中
国
に
お
い
て
漢
語
で
翻
訳
さ
れ
ま
す
。

そ
の
翻
訳
は
、
一
つ
の
経
典
に
対
し
て
一
度
だ

け
で
は
な
く
、
時
代
や
翻
訳
者
を
変
え
て
複
数

回
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

私
た
ち
が
依�

用�
�

し
て
い
る
『
仏
説
無
量
寿
経
』

は
、
魏�

訳�
�

と
言
わ
れ
て
お
り
、
三
国
時
代
の
二

五
二
年
に
康�
�

僧�
�

鎧�
�

（
訳
者
に
つ
い
て
諸
説
あ
り
）

と
い
う
訳�
�

経�
�
�

僧�
�

（
経
典
を
翻
訳
す
る
僧
侶
）
に

よ
っ
て
、
中
国
の
言
葉
（
漢
語
）
に
翻
訳
さ
れ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
も

『
大�
�

阿�

弥�

陀�

経�
�
�

』
や
『
平�
�
�

等�
�

覚�
�

経�
�
�

』
が
す
で

に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
以
降
に
も

『
無�

量�
�
�

寿�
�

如�
�

来�
�

会�

』
や
『
荘�
�
�

厳�
�

経�
�
�

』
と
い
っ

た
も
の
が
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
現
存

す
る
大
経
の
異
訳
と
し
て
は
、
四
本
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
の
長
い
歴
史
の
中

で
翻
訳
さ
れ
て
き
た
の
は
、
今
は
現
存
し
ま
せ

ん
の
で
正
確
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
外
に
七
本
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研
究
室〈
聖
典
編
纂
担
当
〉

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』完
結

──「
三
経
七
祖
篇
」に
つ
い
て
──

第
３
回
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止�

の
文�
�

を
「
信
巻
」
一
二
五
頁
に
引
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
な
か
、
特
に
「
信
巻
」
六
八
頁
に
引
用

さ
れ
た
部
分
に
注
目
す
る
と
、
親
鸞
聖
人
は

『
無
量
寿
如
来
会
』
の
第
十
八
願
文
を
『
仏
説

無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
文
の
直
後
に
引
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
第

十
八
願
文
の
「
至�

心�
�

信�
�

楽�
�
�

欲�
�

生�
�
�

」
の
三�
�

心�
�

は
、「
名�
�
�

号�
�

を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る

信
」、
す
な
わ
ち
「
他
力
の
信
」
で
あ
る
こ
と

を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浄

土
三
部
経
だ
け
で
な
く
、
異
訳
大
経
を
は
じ

め
、
異
訳
小
経
も
親
鸞
聖
人
は
ご
覧
に
な
ら

れ
、
そ
れ
ら
を
『
教
行
信
証
』
等
に
引
用
さ
れ

て
、
浄
土
真
宗
の
教
義
を
体
系
付
け
て
い
か
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ⅱ
浄
土
三
部
経
の
底
本
に
つ
い
て

さ
て
、
浄
土
三
部
経
の
底
本
（
文
字
に
起
こ

す
元
に
な
る
本
）
に
は
、
本
願
寺
が
印
刷
・
刊

行
し
た
、
本
派
本
願
寺
蔵
版
本
を
採
用
し
て
い

ま
す
。『
聖
典
全
書
』
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
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の
よ
う
に
浄
土
三
部
経
の
内
、『
仏
説
無
量
寿

経
』
に
は
異
訳
経
典
が
存
在
し
、
同
様
に
『
仏

説
阿
弥
陀
経
』
に
も
異
訳
経
典
と
し
て
、『
称
�
�
�

讃�
�

浄�
�
�

土�

経�
�
�』

が
現
存
し
て
い
ま
す
。『
仏
説
無

量
寿
経
』
と
異
訳
大
経
、『
仏
説
阿
弥
陀
経
』

と
異
訳
小
経
に
は
、
文
言
や
内
容
の
相
異
が
見

ら
れ
、
親
鸞
聖
人
も
こ
れ
ら
の
相
異
に
注
目

し
、
主
著
『
顕�
�

浄�
�
�

土�

真�
�

実�
�

教�
�
�

行�
�
�

証�
�
�

文�
�

類�
�

』

（
以
下
、『
教�

�
�

行�
�
�

信�
�

証�
�
�
』）
な
ど
に
、
異
訳
大

経
・
異
訳
小
経
を
引
用
し
、
浄
土
真
宗
の
教
義

を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
が
ど

の
箇
所
を
引
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、「
三
経
七

祖
篇
」
の
異
訳
大
経
・
異
訳
小
経
の
本
文
の
上

欄
に
あ
る
「
連
絡
ペ
ー
ジ
」
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
次
の
図
Ａ
の
よ
う
に
、『
無
量

寿
如
来
会
』
の
第
十
八
願�
�

文�
�

を
『
教
行
信
証
』

「
信�
�

巻�
�

」
六
八
頁
と
、『
浄�
�
�

土�

三�
�

経�
�
�

往�
�

生�
�
�

文�
�

類�
�

』
五
七
九
頁
に
、
ま
た
「
唯�
�

除�
�

」
以
下
の
抑�
�

「
学
界
等
で
高
い
資
料
的
評
価
を
得
て
い
る
善�
�

本�
�

を
翻�
�

刻�
�

す
る
」
こ
と
で
す
。
傾
向
と
し
て

は
、
比
較
的
年
代
の
古
い
善
本
が
底
本
に
な
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
浄
土
三
部
経
の
場
合

は
、
か
つ
て
朝
鮮
半
島
の
高�
�

麗�
�

二
三
代
王
の
高�
�

宗�
�

（
在
位
一
二
一
三
～
一
二
五
九
）
の
命
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
『
大�
�

蔵�
�

経�
�
�』（

高
麗
版
大
蔵
経
）

で
す
（
た
だ
し
高
宗
の
時
代
の
も
の
は
再�

�

雕�
�
�

本�
�

に
収
ま
る
浄
土
三
部
経
）。
ち
な
み
に
こ
の
高
麗

版
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
か
ら
昭
和

九
（
一
九
三
四
）
年
の
一
〇
年
間
を
か
け
て
、

日
本
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
大
蔵
経
』（『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』）
に
収
ま
る
浄
土
三
部
経
の
底

本
と
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
知
ら
れ
た
版
で

す
。
し
か
し
、
本
派
本
願
寺
蔵
版
本
と
高
麗
版

『
大
蔵
経
』
所
収
本
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所

収
本
）
と
で
は
、
大
蔵
経
と
し
て
成
立
し
た
系

統
が
異
な
っ
て
い
て
本
文
の
文
言
の
異
な
る
箇

所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
的
に
読
み

慣
れ
て
い
る
本
派
本
願
寺
蔵
版
本
を
底
本
と
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
本
派
本
願
寺
蔵
版
本
は
、
慶�
�
�

証�
�
�

寺�

玄�
�

智�

が
安�
�

永�
�

元
（
一
七
七
二
）
年
に
編
纂
し
た

図Ａ  『如来会』
（三経七祖篇）

『浄土真宗聖典全書』完結
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択�
�
�

集�
�
�

延�
�

書�
�

』
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
と
「
三
経
七
祖
篇
」
の
本
文
と
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
、
浄
土
三
部
経
を
は
じ
め
曇

鸞
大
師
や
善
導
大
師
な
ど
の
著
作
に
対
す
る
親

鸞
聖
人
の
読
み
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、「
三
経
七
祖
篇
」
で
は
原

文
に
忠
実
な
訓
点
を
付
し
て
い
る
の
で
、
七
高

僧
の
著
作
を
文
面
の
ま
ま
に
拝
読
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、「
宗

祖
篇
上
」「
宗
祖
篇
下
」
所
収
の
、
親
鸞
聖
人

の
読
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
聖
教
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

『
大
谷
校
点
浄
土
三
部
経
』
を
、
文�
�

化�

八
（
一

八
一
一
）
年
に
、
本
派
本
願
寺
か
ら
刊
行
し
た

も
の
で
す
。

Ⅲ
原
文
に
忠
実
な
訓
点

次
に
あ
げ
る
べ
き
特
徴
と
し
て
、「
三
経
七

祖
篇
」
で
は
、
可
能
な
限
り
原
文
に
忠
実
な
訓

点
を
付
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

訓
点
と
は
、
漢
文
を
訓
読
す
る
た
め
の
手
が

か
り
と
し
て
書
き
入
れ
る
文
字
（
送
り
仮
名
な

ど
）
や
符
号
（
レ
点
や
一
、
二
の
返�

�
�

点�
�

な
ど
）

の
こ
と
で
す
。「
三
経
七
祖
篇
」
は
、
通
常
の

漢
文
読
み
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
宗
派
を
超
え

て
広
く
拝
読
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
親
鸞
聖
人
の
主
著
『
教
行
信

証
』
に
は
、
浄
土
三
部
経
や
七
高
僧
の
著
作
か

ら
の
多
く
の
引
用
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
親
鸞

聖
人
独
自
の
漢
文
の
読
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、『
大
経
』
第
十
八
願
成�
�
�

就�
�

文�
�

は
、「
至�
レ

心�

廻
向�
�」（

心
を
至
し
廻
向
し
て
）

と
あ
り
ま
す
が
、
親
鸞
聖
人
は
『
教
行
信
証
』

に
は
「
至
心�

回
向�
�
�
�
�
�
�」

と
敬
語
の
訓
点
に

付
け
替
え
て
、
回�

向�
�

の
主
体
を
阿
弥
陀
仏
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
Ｂ
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、「
三
経
七
祖
篇
」
の
原
文
と
、

そ
こ
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
『
教
行
信
証
』
等

の
親
鸞
聖
人
の
著
作
中
の
読
み
と
比
較
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
聖
人
が
ど
の
よ
う
に
読
み

替
え
を
さ
れ
て
い
る
か
を
、
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、「
宗
祖
篇
下
」
に
は
、
親
鸞
聖
人
が

加�

点�
�

（
漢
文
に
訓
点
を
書
き
入
れ
る
こ
と
）
さ
れ

た
曇�
�

鸞�
�

大�
�

師�

の
『
往�
�

生�
�
�

論�
�

註�
�
�

』
や
、「
善�
�

導�
�

大�
�

師�

五�

部�

九�

巻�
�

」（『
観�

�

経�
�
�

疏�
�

』
四
巻
・『
法�

�

事�

讃�
�

』
二
巻
・『
観�

�

念�
�

法�
�

門�
�

』
一
巻
・『
往�

�

生�
�
�

礼�
�

讃�
�

』

一
巻
・『
般�

�

舟�
�

讃�
�

』
一
巻
）
を
収
録
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
親
鸞
聖
人
の
加
点
を
元
に
し
た

延�
�

書�
�

（
漢
文
体
の
原
本
を
書
き
下
し
に
す
る
こ

と
）
と
伝
え
ら
れ
る
『
仏�
�

説�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

延�
�

書�
�

』『
仏
説
観
無
量
寿
経
延
書
』
お
よ
び
『
選�
�

『仏説観無量寿経延書』（龍谷大学図書館蔵）

図Ｂ
右『仏説無量寿経』
左『教行信証』
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Ⅳ
付
録
の
充
実

次
に
「
三
経
七
祖
篇
」
の
巻
末
に
あ
る
付
録

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
か
で
も
、
特
筆
す
べ
き

も
の
は
、「
親
鸞
聖
人
訓
点
対
照
表
」
で
す
。

こ
の
表
は
、
親
鸞
聖
人
の
訓
点
の
特
徴
が
学
べ

る
よ
う
に
、
上
段
に
は
浄
土
三
部
経
お
よ
び
そ

の
異
訳
と
七
高
僧
の
撰
述
の
訓
点
を
示
し
、
下

段
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
親
鸞
聖
人
の
主
要
な

撰
述
聖
教
の
訓
点
を
示
し
て
対
照
し
た
も
の

で
、「
三
経
七
祖
篇
」
と
「
宗
祖
篇
上
」
を
そ

れ
ぞ
れ
開
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
こ
の
表
は
一
目
で
訓
点
の
相
異
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
年
表
は
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
浄

土
三
部
経
（
異
訳
も
含
む
）
お
よ
び
七
高
僧
の

著
作
の
伝
来
と
事
績
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
中
国
篇
と
日

本
篇
に
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
阿

弥
陀
仏
を
讃
え
る
偈�

頌�
�

（
詩
句
）
の
中
で
も
最

古
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
『
後�

出�
�
�

阿�

弥�

陀�

仏�
�

偈�

』
を
付
録
と
し
た
り
、
底
本
対
校
本
一
覧
、

収
録
聖
教
書
誌
一
覧
、「
浄
土
三
部
経
」
訳
経

者
一
覧
、『
無
量
寿
経
』
四
十
八
願
名
と
異
訳

願
文
対
照
表
、「
浄
土
三
部
経
」
科�

段�
�

（
経
本

の
構
成
）
な
ど
、
お
聖
教
を
拝
読
す
る
に
あ
た

っ
て
、
補
助
と
な
る
も
の
を
付
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ⅴ
聖
教
解
説
の
活
用

『
聖
典
全
書
』
全
巻
に
お
い
て
、
収
録
聖
教

の
初
め
に
聖
教
解
説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
解

説
は
、
原
則
と
し
て
「
概
説
」「
底
本
・
対
校

本
」
の
項
目
か
ら
な
り
、「
概
説
」
で
は
各
聖

教
の
著
者
や
内
容
、
撰
述
意
図
等
を
概
説
し
、

「
底
本
・
対
校
本
」
で
は
底
本
・
対
校
本
（
底

本
と
系
統
の
異
な
る
本
）
に
関
す
る
書
誌
的
な

情
報
を
述
べ
て
い
ま
す
。
聖
教
解
説
を
読
ん
で

い
た
だ
け
る
と
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
聖
教
本
文
を
拝
読
す
る
一
助
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
三
経
七
祖
篇
」
で
は
、

大
蔵
経
と
は
何
か
、
経
典
の
成
立
と
翻
訳
の
過

程
、
漢
訳
経
典
の
系
統
分
け
な
ど
を
述
べ
て
い

る
「
大
蔵
経
に
つ
い
て
」
と
い
う
解
説
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
七
高
僧
の
選
定
理
由
や
七
高
僧

の
教
義
の
特
徴
を
は
じ
め
、
親
鸞
聖
人
の
七
高

僧
観
な
ど
を
述
べ
て
い
る
「
七
高
僧
と
そ
の
聖

教
に
つ
い
て
」
と
い
う
解
説
も
あ
り
ま
す
。
右

に
述
べ
ま
し
た
異
訳
経
典
に
つ
い
て
は
、「
異

訳
大
経
・
異
訳
小
経
」
に
お
い
て
詳
述
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
説
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ⅵ
次
回
の
紹
介

今
回
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
三
経
七
祖
篇
」

は
、『
聖
典
全
書
』
の
第
一
巻
に
あ
た
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
ご
購
入
い
た
だ

い
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ま
し
た
本
聖
典
の
特
徴

を
、
是
非
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
次
回
は
第
四
巻
の
「
相�
�

伝�
�

篇�
�

上
」（
平
成

二
十
八
年
三
月
刊
行
）・
第
五
巻
の
「
相
伝
篇

下
」（
平
成
二
十
六
年
三
月
刊
行
）
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
合
研
究
所
（
０
７
５
─
３

７
１
─
９
２
４
４
）
ま
で
。

『浄土真宗聖典全書』完結
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